














	 デ カ ル ト (René Descartes,1596-1650) の 『 哲 学 原 理 』 (Principorum 
Philosophiae,1644)はラテン語で刊行され、デカルトの友人であり、ルーブル
修道院長をしていたピコ師(l’Abbé Claude Picot,?-1688)によって、フランス語
訳が出版された(Les principes de la philosophie,1647)。デカルトの最重要文献と
もされる『方法序説(理性を正しく導き、諸学において真理を求めるための方
法の序説、更にはこの方法の試みなる屈折光学、気象学および幾何学)』
(Discours de la méthode pour bien conduire sa raison et chercher la vérité dans les 









る実在性 réalité sui generis を認識しようとする社会学主義を体系づけたとい
える」と2、デュルケム(Émile Durkheim,1858-1917)に代表される社会学主義の





                                                             
























	 『哲学原理』第一部「人間認識の諸原理について」(Des principes de la 
connaissance humaine)の終盤部の題目について、第 71 節は「我々の誤謬の初
歩的かつ主要な原因は、我々の幼少期の先入観にある」(Que la première et 
principale cause de nos erreurs sont les préjugés de notre enface)、第 72 節は「(我々
の誤謬の)もう一つの原因は、我々が先入観を忘れ得ないことである」(Que la 

















	 第一部の冒頭第 1 節「真理を探究する必要ためには、生涯に一度は全ての
事柄について、可能な限り懐疑をする必要がある」(Que pour examiner la vérité 
il est besoin,une fois en sa vie,de mettre toutes choses en doute autant qu’il se peut)
の記述は、次のものである。 
	 「我々は幼年(enfant avant que d’être hommes)の時、自分の理性(raison)を全面
的に用いることなく、我々の感覚(sens)に現前とする事物について、或る時は





















                                                             






































                                                             



































                                                             
6 Ibid, p.31. 同上、88-89 頁参照。 
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	 第 73 節「第三には、我々の精神が疲弊するのは、我々が判断を下すあらゆ
る事柄に注意するようになる時のことである」(La troièsime,que notre esprit se 































	 第 75 節「正しく哲学するために守られるべきことの要約」(Abrégé de tout ce 
                                                             
7 Ibid, p.31. 同上、89-90 頁参照。 
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néant ne peut être l’auteur de quoi soit)などの如く、永遠真理(perpétuellement 




pense,donc je suis)cogito,ergo sum」と同じく、デカルト哲学の最重要テーゼで
あり、思惟する存在としての我の原因であるところの〈神の存在証明〉は、

















                                                             
8 Ibid, p.32. 同上、91-92 頁参照。 
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	 『哲学原理』第一部、最終 76 節「我々は神的権威を我々の理知に優越させ
ねばならず、そして我々は我々が強くはっきりと認識しないところのものを
明示しはしないものを決して信じはしない」 (Que nous devons préférer 
l’autorité divine à nos raisonnements,et ne rien croire de ce qui n’est pas révélé que 





























                                                             



































原著作は、René Descartes,Principorum Philosophiae,1644. 
仏訳は、l’Abbé Claude Picot, Les principes de la philosophie,1647;texte de 
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l’édition Alquié;la pagination de l’édition Adam&Tannery.を使用した。 
 	 邦訳としては、デカルト『哲学原理』桂寿一訳、岩波文庫、1964 年、を
参照した。 
 
[注記] 
現著作を直接的に日本語に翻訳したものと、仏訳に基いて間接的に日本語に
翻訳したものとの間には若干なりとも差異が見られる。桂訳はラテン語原文
に基づくもので、そのため仏語訳版と差異のある箇所は、本文中の至る所で
注を設け、仏訳版の邦訳を提示されている。本稿での引用部分は、原則的に
桂訳に基いてはいるが、仏訳版のみを参照しているため、ラテン語原文の桂
訳と相違する箇所などは、仏訳版の邦訳、仏訳版の拙訳を試みて提示した。 
 
